










1.はじめに 

 Down 症候群(以下 DS と略す)は,その症候からして,超早期での発見が可能である。ま

た,DS 児が,言語発達遅滞という状態像を呈することは,一般的に認められているところで

ある。したがって,超早期言語訓練の必要性,あるいは有効性を判定するにあたっては,DS

児に対して超早期の訓練法を開発し,実施することで,その妥当性が判断できると考えた。 

 DS 児に対する運動発達,社会性の発達等を含めた全体的な発達をうながすような超早期

訓練は,近年,その有効性が,安藤,等によって強調され始めている。言語の訓練プログラム

についても,Schafer 等の現象的な正常発達評価にそった,超早期のプログラムが散見され

るようになった。 

 そこで今回,私達は,従来の正常発達評価に基づく訓練プログラムを踏まえて,新たに音

声言語獲得のための必要条件を設定し,訓練プログラムを作成することにした。一般的には,

受容系の発達と表出系の発達とは,特に前言語期には,分離して考えられる傾向にある。し

かし,真の音声言語の成立は,言語記憶(受容面)を前提として,その記憶を背景にして構音

運動(表出面)が階層的に確立していくのではないかという考え方にたって,今回の超早期

のプログラムは,音声言語の受容系の発達に重点をおき,DS 児の訓練を行なうことにした。 

 また,幼児に対する聴力検査の手法は,言語発達との何等かの関連性を示唆していると思

われたので,条件詮索反応聴力検査(Condi tioned orientation response audio metory;COR

と略す)と遊戯聴力検査(特に Peep show test を用いた)の成立時期と,訓練プログラムの関

連性についても検討することにした。 


